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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】様々なサイズの旗や幟等の掲揚物に簡単に対応
可能とし、しかも、起立角度を簡単に変更調節し得る装
飾用部材を提供する。
【解決手段】旗や幟等の掲揚物１の縦方向一側を挿通支
持するための縦支柱２と、旗や幟等の掲揚物１の横方向
上端を挿通支持するために縦支柱２の上端に支持された
横杆３と、縦支柱２を起立状態に支持するための支持ス
タンド４とを備える。縦支柱２は、複数の支柱２ａ、２
ｂを長手方向に伸縮可能に嵌合して長さ調節手段５によ
り縦方向の長さを調節可能としてある。横杆３は、縦支
柱２の上端に突き出し長さ調節手段６を介して横方向へ
の突き出し長さを調節可能に支持する。さらに、支持ス
タンド４は、縦支柱２の下端を支受して角度調節手段７
により縦支柱２を直立姿勢と傾斜姿勢とに切り替え支持
可能とする。
【選択図】図１



(2) JP 3158111 U 2010.3.18

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　旗や幟等の掲揚物（１）の縦方向一側を挿通支持するための縦支柱（２）と、旗や幟等
の掲揚物（１）の横方向上端を挿通支持するために縦支柱（２）の上端に支持された横杆
（３）と、縦支柱（２）を起立状態に支持するための支持スタンド（４）とを備えており
、
　前記縦支柱（４）は、複数の支柱（２ａ、２ｂ）を長手方向に伸縮可能に嵌合して長さ
調節手段（５）により縦方向の長さを調節可能としてあると共に、前記横杆（３）は、縦
支柱（２）の上端に突き出し長さ調節手段（６）を介して横方向への突き出し長さを調節
可能に支持させてあり、さらに、前記支持スタンド（４）は、縦支柱（２）の下端を支受
して角度調節手段（７）により縦支柱（２）を直立姿勢と傾斜姿勢とに切り替え支持可能
としてあることを特徴とする装飾用部材。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、旗や幟等の掲揚物の掲揚に使用するための装飾用部材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、百貨店、スーパーマーケット、各種商品の小売店、遊技施設、遊園施設、温泉
旅館その他の店舗等においては、取り扱う商品・サービス・遊具・機器・設備等の種類や
特長、その他、顧客にアピールしたい事項や情報を、旗や幟等の掲揚物に印刷等で表示し
て売り場等に掲揚されている。
　これらのアピール事項や情報は、適宜、切り替えたり、表示方法を変更したりして常に
新鮮さを失わないようにすることが顧客の注意力を喚起する上で有効とされている。
【０００３】
　これらのアピール事項や情報を表示した旗や幟の掲揚手段として、従来、旗や幟の縦方
向一側を挿通支持するための縦支柱と、旗や幟の横方向上端を挿通支持するために縦支柱
の上端に支持された横杆と、縦支柱を起立状態に支持するための支持スタンドとを備えた
ものが公知である（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－１９９８５３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記アピール事項や情報は、様々であり、表示方法や掲揚方法も設置場所等に応じて適
宜変更する事が要望されている。
　しかしながら、従来のものは、必ずしも、これらの要望を満たすものとなっていないも
のが多いのが実情であった。
　本考案は、様々なサイズの旗や幟等の掲揚物に簡単に対応可能とし、しかも、起立角度
を簡単に変更調節し得る装飾用部材を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために本考案は、旗や幟等の掲揚物の縦方向一側を挿通支持するた
めの縦支柱と、旗や幟等の掲揚物の横方向上端を挿通支持するために縦支柱の上端に支持
された横杆と、縦支柱を起立状態に支持するための支持スタンドとを備えており、
　前記縦支柱は、複数本の支柱を長手方向に伸縮可能に嵌合して長さ調節手段により縦方
向の長さを調節可能としてあると共に、前記横杆は、縦支柱の上端に突き出し長さ調節手
段を介して横方向への突き出し長さを調節可能に支持させてあり、さらに、前記支持スタ
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ンドは、縦支柱の下端を支受して角度調節手段により縦支柱を直立姿勢と傾斜姿勢とに切
り替え支持可能としてあることを特徴としている。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案によれば、様々なサイズの旗や幟等の掲揚物に簡単に対応可能とし、しかも、起
立角度を簡単に変更調節し得る装飾用部材を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案に係る装飾用部材の実施形態例を示す全体の正面図である。
【図２】縦支柱の長さ調節手段の拡大縦断側面図である。
【図３】横杆の突き出し長さ調節手段の拡大縦断正面図である。
【図４】支持スタンドの角度調節手段の拡大縦断側面図である。
【図５】支持スタンドの角度調節手段の拡大縦断正面図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本考案に係る装飾用部材の実施形態を図面を参照しつつ説明する。
　本考案の装飾用部材は、図１に示すように、旗や幟等の掲揚物１の縦方向一側を挿通支
持するための縦支柱２と、旗や幟等の掲揚物１の横方向上端を挿通支持するために縦支柱
２の上端に支持された横杆３と、縦支柱２を起立状態に支持するための支持スタンド４と
を備えている。
【００１０】
　縦支柱２は、複数本（図１は２本の場合を例示している）の支柱２ａ、２ｂを長手方向
に伸縮可能に嵌合して長さ調節手段５により縦方向の長さを調節可能としてある。
　支柱２ａ、２ｂは、本実施形態では、金属製丸パイプ材で構成した場合を例示しており
、上側の支柱２ａを下側の支柱２ｂ内に摺動可能に嵌合させてある。
　なお、支柱２ａ、２ｂの断面形状は、円形に制約されず、角形その他の断面形状であっ
てもよく、支柱２ａ、２ｂの材質についても、金属製に制約されず、樹脂製であってもよ
い。
【００１１】
　長さ調節手段５は、図２に示すように、下側の支柱２ｂの上部側面に突設したネジ筒部
５ａと、このネジ筒部５ａに螺合して上側の支柱２ａを押圧固定する止めネジ５ｂとで構
成してある。なお、長さ調節手段５は、この構成に制約されず、他の構成としてもよい。
　横杆３は、縦支柱２の上端に突き出し長さ調節手段６を介して横方向への突き出し長さ
を調節可能に支持させてある。
【００１２】
　縦支柱２の上側の支柱２ａの上端付近には、横方向に貫通する横穴２ｃが形成されてお
り、この横穴２ｃに横杆３が摺動可能に挿通してある。
　横杆３は、金属製で断面円形の丸棒材を使用しており、先端部に玉部３ａが膨隆させて
形成してある。なお、横杆３の断面形状は、円形に制約されず、角形その他の形状として
もよく、また、材質も金属製以外に、樹脂製としてもよい。
【００１３】
　突き出し長さ調節手段６は、図３に示すように、縦支柱２の上側の支柱２ａの上端内面
に形成した縦方向のネジ穴６ａと、このネジ穴６ａに螺合して横杆３を押圧固定する止め
ネジ６ｂとで構成してある。なお、突き出し長さ調節手段６は、この構成に制約されず、
他の構成としてもよい。
　支持スタンド４は、縦支柱２の下端を支受して角度調節手段７により縦支柱２を直立姿
勢と傾斜姿勢とに切り替え支持可能としてある。
【００１４】
　支持スタンド４は、図４、図５に示すように、平面視で長方形状の取付基板４ａと、こ
の取付基板４ａの中央部に立設固着された平面視で長方形筒状の支持筒部４ｂとで構成し
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　角度調節手段７は、図４、図５に示すように、支持筒部４ｂの底部中央に形成した凹部
７ａと、支持筒部４ｂの長辺側の側面両側に形成してある縦方向に長い長孔７ｂと、縦支
柱２の下側の支柱２ｂの下端付近に横方向へ貫通させて形成してある横穴７ｃと、前記長
孔７ｂと横穴７ｃとに挿通したネジ杆７ｄと蝶ナット７ｅとで構成してある。
【００１５】
　支持筒部４ｂの底部中央に形成した凹部７ａは、縦支柱２の下側の支柱２ｂの下端を嵌
合するために、該支柱２ｂの下端と同一の断面形状（円形）としてある。
　角度調節手段７は、蝶ナット７ｅを緩めて縦支柱２の下端を凹部７ａに嵌め込み、この
状態で蝶ナット７ｅを締め付けることにより、縦支柱２を直立姿勢に保持させることがで
きる。
【００１６】
　また、蝶ナット７ｅを緩めて縦支柱２の下端を凹部７ａから上側に出し、長孔７ｂ内で
ネジ杆７ｄを中心として縦支柱２を回動させて支持筒部４ｂの一側上縁に当接させ、この
状態で蝶ナット７ｅを締め付けることにより、縦支柱２を傾斜姿勢に保持させることがで
きる。
　本考案に係る装飾用部材の実施形態の構成は以上からなり、次に、その使用例を説明す
る。
【００１７】
　縦支柱２は、例えば、６３０～１１００ｍｍの範囲で長さの調節が可能とされ、横杆３
は、例えば、０～５００ｍｍの範囲で突きだし長さの調節が可能とされている場合、旗や
幟等の掲揚物１は、横幅Ｗ＝２００～４００ｍｍ、縦長さＨ＝５００～１０００ｍｍの範
囲で様々なサイズのものに適用することができる。
　支持スタンド４は、取付基板４ａを取付場所の適当な部材にビス４ｃで固定する。縦支
柱２の長さ及び横杆３の突き出し長さは、対象となる旗や幟等の掲揚物１のサイズに適合
するように夫々の調節手段５、６で調節する。また、縦支柱２の角度は、天井の高さや設
置場所の状況に応じて角度調節手段７により適宜選択して直立姿勢や傾斜姿勢にして使用
する。縦支柱２の傾斜角度は、本実施形態では、７５°に設定してあるが、これに制約さ
れるものではない。
【００１８】
　本考案の装飾用部材は、以上の実施形態からなるが、本考案は、上記の実施形態にのみ
制約されるものではなく、登録請求の範囲内において、適宜、変更して実施することがで
きる。例えば、角度調節手段７は、縦支柱２の傾斜角度を段階的に複数段（例：４５°、
６０°、７５°等）に、或いは、無段階に変更調節できるようにして実施してもよい。ま
た、縦支柱２は２段伸縮式とした場合を例示しているが、３段以上にして実施してもよい
。
【産業上の利用可能性】
【００１９】
　本考案は、旗や幟等の掲揚物を掲揚する装飾用部材の製造・販売・使用などに広く利用
される。
【符号の説明】
【００２０】
　１　　旗や幟等の掲揚物
　２　　縦支柱
　３　　横杆
　４　　支持スタンド
　５　　長さ調節手段
　６　　突き出し長さ調節手段
　７　　角度調節手段
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【図３】 【図４】

【図５】



(6) JP 3158111 U 2010.3.18

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　旗や幟等の掲揚物（１）の縦方向一側を挿通支持するための縦支柱（２）と、旗や幟等
の掲揚物（１）の横方向上端を挿通支持するために縦支柱（２）の上端に支持された横杆
（３）と、縦支柱（２）を起立状態に支持するための支持スタンド（４）とを備えており
、
　前記縦支柱（２）は、複数の支柱（２ａ、２ｂ）を長手方向に伸縮可能に嵌合して長さ
調節手段（５）により縦方向の長さを調節可能としてあると共に、前記横杆（３）は、縦
支柱（２）の上端に突き出し長さ調節手段（６）を介して横方向への突き出し長さを調節
可能に支持させてあり、さらに、前記支持スタンド（４）は、縦支柱（２）の下端を支受
して角度調節手段（７）により縦支柱（２）を直立姿勢と傾斜姿勢とに切り替え支持可能
としてあることを特徴とする装飾用部材。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

